
  

審
査
講
評
　
力
作
が
多
く
、
個
々 

に
大
変
意
欲
的
。
賞
は
選
考
に
迷 

っ
た
が
、
発
想
や
技
術
が
結
び
つ 

い
た
作
品
を
選
出
し
た
。 

市
展
賞
　
志
津
築
（
福
岡
町)  

市
長
賞
　
岩
井
勝
春
（
泉
町)  

議
長
賞
　
伊
藤
　
子
（
土
岐
津
町)  

教
育
委
員
長
賞
　
長
瀬
義
親
（
泉 

町)  

＊
奨
励
賞
七
点
・
入
選
二
十
四
点 

  

審
査
講
評
　
今
回
、
入
賞
を
逃
し 

た
も
の
の
、
あ
と
一
歩
と
い
っ
た 

作
品
も
あ
り
、
自
由
な
発
想
で
自 

己
表
現
し
た
作
品
が
望
ま
れ
る
。 

市
展
賞
　
三
宅
英
男
（
可
児
市)  

市
長
賞
　
毛
利
よ
み
子
（
多
治
見 

市
） 

議
長
賞
　
坂
井
利
栄
（
各
務
原
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
志
水
弘
（
泉
町
） 

東
濃
洋
画
家
連
盟
賞
　
加
藤
と
よ 

子
（
多
治
見
市
）
・
渡
辺
冨
美
子 

（
肥
田
町
） 

＊
奨
励
賞
九
点
・
入
選
二
十
九
点 

  
審
査
講
評
　
例
年
に
比
べ
、
出
品 

点
数
が
激
減
し
た
の
は
寂
し
い
限 

り
で
あ
る
が
、
作
品
の
レ
ベ
ル
は 

高
い
の
が
一
抹
の
救
い
だ
っ
た
。 

市
展
賞
　
大
野
由
美
子
（
笠
原
町
） 

市
長
賞
　
古
海
喜
代
美
（
小
牧
市
） 

議
長
賞
　
該
当
な
し 

教
育
委
員
長
賞
　
該
当
な
し 

＊
奨
励
賞
な
し
・
入
選
一
点 

  

審
査
講
評
　
自
己
表
現
を
求
め
た 

完
成
度
の
高
い
作
品
が
賞
に
決
ま 

り
、
入
選
作
品
も
全
体
に
秀
作
が 

多
か
っ
た
。 

市
展
賞
　
河
地
則
夫
（
土
岐
津
町
） 

市
長
賞
　
松
本
岩
男
（
笠
原
町
） 

議
長
賞
　
山
田
英
典
（
土
岐
津
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
古
田
正
己
（
肥 

田
町
） 

＊
奨
励
賞
八
点
・
入
選
二
十
八
点 

  

審
査
講
評
　
全
紙
額
装
作
品
が
多 

く
出
品
さ
れ
て
お
り
、
書
技
法
は 

そ
れ
ぞ
れ
書
風
が
違
い
、
そ
れ
だ 

け
に
審
査
に
時
間
を
要
し
た
。 

市
展
賞
　
古
川
南
雲
（
下
石
町
） 

市
長
賞
　
安
藤
幸
恵
（
下
石
町
） 

議
長
賞
　
小
林
紫
香
（
下
石
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
小
島
弥
生
（
多 

2２００３.１２.１ 

　
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
第
四
十
六
回
市
美
術
展
（
一
般
の
部
）
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
応
募
作
品
は
、
九
部
門
五
百
二
十
点
で
、
会
場
に
は
入
賞
・
入
選
の
四
百 

六
十
九
点
と
特
別
出
品
六
十
点
が
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

各
部
門
の
審
査
講
評
と
上
位
入
賞
作
品
・
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
〈
敬
称
略
〉 

日
本
画
の
部

日
本
画
の
部 

洋
画
の
部

洋
画
の
部 

陶
芸
の
部

陶
芸
の
部 

書
道
の
部

書
道
の
部 

彫
刻
の
部

彫
刻
の
部 

土
岐
市
文
化
祭
・
第
四
十
六
回
美
術
展 

力
作
力
作
・
意
欲
作

意
欲
作
が
ず
ら
り 
力
作
力
作
・
意
欲
作

意
欲
作
が
ず
ら
り 
力
作
・
意
欲
作
が
ず
ら
り 

日
本
画
の
部 

洋
画
の
部 

陶
芸
の
部 

書
道
の
部 

彫
刻
の
部 

日本画の部 
市展賞 
 

「1500年の時を刻む」 
志津築さんの作品 

洋画の部 
市展賞 
 

「鎮座」 
三宅英男さんの作品 

陶芸の部 
市展賞 
 

「木葉柿油滴天目茶碗」 
河地則夫さんの作品 

書道の部 
市展賞 
 

「楓落早鴻過洞庭」 
古川南雲さんの作品 



3 広報 

治
見
市
） 

＊
奨
励
賞
九
点
・
入
選
三
十
三
点 
  

審
査
講
評
　
か
な
作
品
が
多
く
、 

漢
字
作
品
が
少
な
い
傾
向
だ
っ
た 

が
、
作
品
の
内
容
は
充
実
し
て
い 

た
。 

市
展
賞
　
鈴
木
碧
明
（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
酒
井
智
仔
（
肥
田
町
） 

議
長
賞
　
三
宅
洋
子
（
土
岐
津
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
玉
樹
典
子
（
下 

石
町
） 

＊
奨
励
賞
七
点
・
入
選
二
十
三
点 

  

審
査
講
評
　
「
人
が
犬
に
噛
み
付 

い
た
ら
ど
う
な
の
か
？
こ
の
発
想 

が
写
真
の
原
点
」
と
い
う
考
え
方 

を
根
底
に
、
賞
を
選
ん
だ
。 

市
展
賞
　
鈴
木
雅
雄
（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
佐
藤
佐
和
子
（
多
治
見

市
） 

議
長
賞
　
服
部
定
雄
（
多
治
見
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
伊
藤
有
利
（
多 

治
見
市
） 

＊
奨
励
賞
三
十
七
点
・
入
選
百
六
点 

  
審
査
講
評
　
商
業
美
術
は
、
伝
え 

よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
で
な
い 

と
意
味
が
な
い
。
上
位
作
品
は
、 

意
図
が
明
確
で
、
発
想
・
技
術
も 

し
っ
か
り
し
て
い
た
。 

市
展
賞
　
内
堀
あ
け
み
（
泉
町
） 

市
長
賞
　
土
屋
美
有
（
瑞
浪
市
） 

議
長
賞
　
相
馬
圭
（
多
治
見
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
井
口
暢
章
（
土 

岐
津
町
） 

＊
奨
励
賞
十
三
点
・
入
選
四
十
五 

点 
  

審
査
講
評
　
毎
回
出
品
さ
れ
る
方 

の
創
作
意
欲
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
、

新
た
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
も
新

鮮
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

市
展
賞
　
金
玉
順
（
妻
木
町
） 

市
長
賞
　
半
坂
八
代
美
（
中
津
川 

市
） 

議
長
賞
　
大
野
早
智
子
（
妻
木
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
安
部
和
子
（
恵 

那
市
） 

＊
奨
励
賞
十
一
点
・
入
選
四
十
三
点 

  

（
無
鑑
査
出
品
者
を
対
象
に
、
毎

年
二
人
を
選
出
） 

天
野
光
明
（
洋
画
・
駄
知
町
）
・ 

塚
本
淳
（
書
道
・
駄
知
町
） 

硬
筆
書
道
の
部

硬
筆
書
道
の
部 

写
真
の
部

写
真
の
部 

手
工
芸
の
部

手
工
芸
の
部 

商
業
美
術
の
部

商
業
美
術
の
部 

硬
筆
書
道
の
部 

写
真
の
部 

手
工
芸
の
部 

子
文
賞

子
文
賞 

子
文
賞 

商
業
美
術
の
部 

硬筆書道の部 
市展賞 
 

「九成宮醴泉銘」 
鈴木碧明さんの作品 

彫刻の部 
市展賞 
 

「熟柿」 
大野由美子さんの作品 

手工芸の部 
市展賞 
 

「あっ」 
金玉順さんの作品 

写真の部 
市展賞 
 

「舞台裏」 
鈴木雅雄さんの作品 

商業美術の部 
市展賞 
 

「ポスターⅠ」 
内堀あけみさんの作品 


